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特集1

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
満
足
の
た
め

に
、
各
支
店
に
共
済
専
任
渉
外
担
当
者
（
Ｌ
Ａ
＝
ラ
イ
フ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）・
金
融
渉
外
担
当
者
、
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ロ
ー
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
資
産
運
用
や
保
障
の
事

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栗真白塚支店
井上 浩暢

栗真白塚支店
玉村 渉

津中央支店
高橋 豪

津中央支店
舟橋 清貴

津中央支店
草川 智貴

津南部支店
木口 洋輔

津南部支店
川合 恒平

津南部支店
金田 昇多朗

神戸片田支店
山田 聡治郎

神戸片田支店
上野 篤志

津北支店
三尾 文将

津北支店
西川 智之

美里支店
福山 秀茂

津北支店
前川 昌典

安濃中央支店
永井 真司

安濃中央支店
荒木 陽平

安濃中央支店
嶋田 健人

芸濃支店
田中 大輔

河芸中央支店
小黒 大輝

河芸中央支店
高倉 一真

河芸中央支店
藤山 大輔

芸濃支店
山添 敬也

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー

共
済
・
金
融
・
ロ
ー
ン
の
渉
外
担
当
者
を
ご
紹
介

共済専任渉外
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ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
農
業
資
金
」

は
も
ち
ろ
ん
「
住
宅
ロ
ー
ン
」「
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
」「
教
育
ロ
ー
ン
」
な
ど
各
種
ロ
ー

ン
に
つ
い
て
、
ご
相
談
を
受
け
賜
っ
て
お

り
ま
す
。
組
合
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
地

域
の
皆
さ
ま
も
、
お
気
軽
に
ご
来
店
く
だ

さ
い
。
住
宅
資
金
専
門
の
ロ
ー
ン
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、無
料
で「
税
務
相
談（
毎
月
４
回
）」

「
法
律
相
談
（
毎
月
１
回
）」
も
予
約
制
で

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

津中央支店
阿曽 一真

津中央支店
若林 卓弥

栗真白塚支店
佐脇 俊輝

津南部支店
井戸 健太

津北支店
佐脇 哲治

津北支店
横田 瑞貴

神戸片田支店
伊藤 崇之

美里支店
後藤 孝志

安濃中央支店
奥山 忠彦

芸濃支店
細川 陽平

河芸中央支店
浅野 正己

河芸中央支店
加藤 雄一

津南部支店
伊東 隆志

ローンセンター
後藤 誠

ローンセンター
河合 一樹

金融渉外担当者

ローンアドバイザー

※予約していただければ夜間・休日を問わず、
ローンアドバイザーがお伺いさせていただきます。

予約受付先　ローンセンター ☎059-229-3503

10時～16時土曜日10時～19時平　日

ローンセンター営業日

ロ
ー
ン
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特集２

JA津安芸の

自己改革

Ｊ
Ａ
津
安
芸
で
は
「
地
域
農
業
振
興
」
取
り
組
み

の
柱
で
あ
る「
農
業
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
拡
大
」

「
地
域
活
性
化
」
の
実
現
手
段
と
し
て
平
成
30
年

度
も「
営
農
基
金
の
設
置
」「
獣
害
・
害
虫
被
害

対
策
補
助
金
の
交
付
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　将来の農業を担う農業者に対して、
ＪＡ津安芸が推奨する品目、施設園
芸作物、加工業務用野菜の新規取組
（経営転換等）及び規模拡大に関わる
農業者へ支援を継続し、地域農業の
振興・発展に貢献します。

施設園芸作物基金
�対 象 作 物 施設園芸作物

対 象 者 100㎡以上の新規取組（経営転換等）及び規模拡大を行う農業者

対 象 経 費 施設設備 新規取組にかかる経費
（パイプハウス一式、灌水設備、加温設備）

�助 成 率 ① 新規取組
② 事業規模の拡大

対象経費の合計金額の 25％以内
（限度額：100 万円）

加工業務用野菜基金
�対 象 作 物 ＪＡ津安芸が推奨する加工業務用野菜（加工用キャベツ・加工用カボチャ）

対 象 者 ① 20a 以上の新規取組（経営転換等）を行う農業者
② 20a 以上の規模拡大を行う農業者

対 象 経 費 種子代及び資材費 新規取組にかかる経費
（種苗代、肥料、農薬、生産に関わる育苗ハウス）

�助 成 率 ① 新規取組
② 事業規模の拡大

対象経費の合計金額の 25％以内
（限度額：50 万円）

園芸作物基金
�対 象 作 物 園芸作物（青ネギ・白ネギ）

対 象 者 ① 10a 以上の新規取組（経営転換等）を行う農業者
② 10a 以上の規模拡大を行う農業者

対 象 経 費 種子代及び資材費 新規取組にかかる経費
（種苗代、肥料、農薬、生産に関わる育苗ハウス）

�助 成 率 ① 新規取組
② 事業規模の拡大

対象経費の合計金額の 50％以内
（限度額：50 万円）

●ＪＡ津安芸の正組合員であってその経営に係る土地または施設がＪＡ津安芸管内にあることが必要と
なります。
●基金の助成を受けるには、申請書と必要書類（必要経費を明確に証明できるもの）の提出が必要と
なります。
●助成金の支払いは、受付順とし、平成30年度予算枠（500万円）に達した時点で期間の中途であっ
ても助成金の交付を終了します。
●交付申請については、１事業、１回限りとし、複数の事業併用は、助成対象外となります。
●当該事業を利用して過去に助成交付を受け、事業実施計画が履行している期間（３年）は助成対象
外となります。

！

J
A
津
安
芸
が
取
り
組
む
地
域
農
業
振
興
に

向
け
た
支
援
対
策
の
お
知
ら
せ

営農基金の設置
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　管内で問題となっている有害獣（シカ・サル・イノシ
シ等）有害虫（ジャンボタニシ）による農作物の被害を
未然に防止するため、関係機関等と連携して対策に取り
組み、管内農業の維持を図ることを目的とします。

河芸営農センター	 ☎0120-085-040

安濃営農センター	 ☎0120-059-044

津南部営農センター	☎0120-059-047

芸濃営農センター	 ☎0120-056-041

津北部営農センター	☎0120-057-045

美里営農センター	 ☎0120-057-043

津中央営農センター	☎0120-057-046

獣害被害対策補助金
対 象 資 材 防護柵（電気柵、金網、トタン柵等）

交 付 要 件
対 象 者

以下の要件を満たした個人または団体等
①ＪＡ津安芸の正組合員または、管内に農地を有する農業団体等
②津市から「津市有害鳥獣防護柵設置事業補助金」の交付を受けた農業者
③平成 30 年 4 月 1 日～ 平成 31年 2 月 28 日までに資材購入をしていること

対 象 経 費 防護柵（電気柵、金網、トタン柵等）の取得にかかる原材料費（工事費等は対象外）

助 成 率

津市が行う補助事業の補助残部分の 50％に相当する額（1,000 円未満切り捨て）
※津市単独補助事業の交付種類により補助金の上限額を以下のように設定
　①「農産物鳥獣害対策事業補助金」の交付対象　　　・・・上限 50 万円
　②「小規模農地鳥獣害防止事業補助金」の交付対象　・・・上限 8 万円

害虫（ジャンボタニシ）被害対策補助金
対 象 資 材 スクミノン・スクミンベイト３

交 付 要 件
対 象 者

以下の要件を満たした個人または団体等
①ＪＡ津安芸の正組合員または管内に農地を有する農業団体等
②害虫駆除を目的としてスクミノンまたはスクミンベイト３を散布した農業者
③平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 2 月 28 日までに資材購入をしていること
※領収書（写し）・散布圃場地図・散布したことが分かる写真が必要となります。

対 象 経 費 薬剤購入にかかった費用

助 成 率 薬剤購入金額の15％に相当する額（100 円未満切り捨て）

◦補助金の支払いは、受付順とし、平成30年度予算枠（600万円）に達した時点で期間の中途であっても補助金の交付を
終了します。！

獣害・害虫被害対策補助金の交付

まずはお近くの営農センターにご相談ください！
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TOWN FLASH

【全体運】ゆったり過ごせる期間です。好きなことに意識を向け、のんびり自分の時間を満喫しましょう。散歩もお勧め
【健康運】栄養バランスに配慮すると、さらに好転　　　【幸運を呼ぶ食べ物】トリガイ3.21～4.19

牡羊座

　
津
安
芸
地
区
農
業
青
年
部
の
設
立
総
会
を
４
月

13
日
、
当
J
Ａ
本
店
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に

は
同
青
年
部
員
や
関
係
者
合
計
30
人
が
出
席
し
、

4
議
案
に
つ
い
て
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。
第
2

号
議
案
で
は
役
員
を
選
出
し
、
太
田
誠
（
40
）
さ

ん
が
初
代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
同
部
は
、
当
J
A
管
内
で
農
業
に
従
事
す
る
55

歳
未
満
の
若
手
青
年
農
業
経
営
者
・
後
継
者
で
構

成
さ
れ
、
経
営
や
栽
培
面
の
研
修
会
の
開
催
や
、

同
世
代
な
ら
で
は
の
課
題
や
不
安
を
出
し
合
う
場

を
作
る
こ
と
で
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
斬
新
な
ア

イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
向
上
や
地
域
農

業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
設
立
総
会
に
出
席
し
た
川
辺
経
営
管
理
委
員
会

会
長
は
「
青
年
部
の
設
立
は
当
J
A
の
悲
願
。
身

近
で
地
域
農
業
を
担
う
、
若
く
力
あ
る
み
な
さ
ん

と
共
に
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
出
席
し
た
部
会
員
一
人
一
人
と
握
手
を
し
ま

し
た
。

　
太
田
会
長
は
「
ま
ず
は
会
員
間
の
交
流
を
図

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
農
業
経
営

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
若
い
会
員
の
意
見
を

聞
き
な
が

ら
、
自
分

自
身
も
成

長
し
て
い

き
た
い
」と

話
し
ま
し

た
。

　
J
A
津
安
芸

助
け
合
い
組
織

「
ま
つ
の
実
会
」

は
3
月
20
日
、

旧
辰
水
店
で

「
わ
ら
い
の
里

辰
水
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
参

加
者
は
血
圧
測

定
や
、
大
人
向

け
の
ぬ
り
絵
と

頭
を
使
い
な
が

ら
体
を
動
か
す

ゲ
ー
ム
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
休

憩
の
際
に
は
ま
つ
の
実

会
員
手
作
り
の
お
や
つ

を
食
べ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
た
く
さ

ん
笑
っ
て
楽
し
い
１
日

だ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に

塗
り
絵
を
し
て
な
つ
か

し
か
っ
た
。
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
「
わ
ら
い
の

里
辰
水
」
は
今
年
度
は
８
月
以
外
毎
月
開
催
す
る
予
定
で
、
５

月
は
「
な
い
し
ょ
餅
づ
く
り
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

青
年
部
設
立
総
会
を
開
催

津
安
芸
地
区
農
業
青
年
部

▲会長の太田誠さん（左）と副会長の前川和彦さん（右）

▲大人のぬり絵 ▲ゲームで交流する参加者

ぬ
り
絵
で
交
流

わ
ら
い
の
里
辰
水

自己改革

総会にて議案の承認を問う様子
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4.20～5.20
牡牛座 【全体運】積極性が高まる兆し。未経験の分野でも前向きにトライすれば、手応えがありそう。体を動かすことにもつき

【健康運】体力アップを図る好機。より健康体に　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

　
女
性
部
は
4
月
20
日
、
本
店
料
理
教
室
で

「
タ
ケ
ノ
コ
講
習
会
」
を
開
き
、
女
性
部
員

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
J
A
津
中
央
地

区
管
内
で
収
穫
し
た
新
鮮
な
タ
ケ
ノ
コ
85
キ

ロ
を
59
本
の
瓶
に
詰
め
て
保
存
し
ま
し
た
。

　
ゆ
で
て
水
に
さ
ら
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
煮
沸

消
毒
し
た
瓶
に
詰
め
、
一
度
沸
騰
さ
せ
て
冷

ま
し
た
湯
を
入
れ
た
後
、
米
酢
を
入
れ
て
保

存
し
ま
す
。
冷
暗
所
で
あ
れ
ば
2
～
3
年
ぐ

ら
い
保
存
で
き
ま
す
。
食
べ
る
と
き
に
1
分

ほ
ど
ゆ
で
て
酢
抜
き
す
る
と
、
取
れ
た
て
の

よ
う
な
香
り
豊
か
で
歯
応
え
の
あ
る
タ
ケ
ノ

コ
を
味
わ
え
る
と
参
加
者
に
人
気
で
す
。

　
3
月
14
日
、
「
ふ
れ
あ
い
農
業
塾
第
8

回
」
の
講
義
で
は
産
直
会
員
と
受
講
生
が
交

流
し
ま
し
た
。
野
菜
の
出
荷
に
加
え
、
鶏
め

し
や
草
も
ち
等
の
6
次
産
業
化
商
品
を
製
造

す
る
「
キ
ッ
チ
ン
美
里
」
の
村
治
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
栽
培
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
や

り
が
い
等
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
講
生
は
「
産
直
会
員
の
栽
培
や

出
荷
、
6
次
産
業
化
の
貴
重
な
話
を
直
接
聞

け
て
良
い
刺
激
を
も
ら
え
ま
し
た
。
今
後
加

入
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
講
義
内
で
、
村
治
さ
ん
と
当
Ｊ
Ａ
が
共
同
開
発
し
た
「
ち
よ
ち
ゃ
ん
の
玉
ね
ぎ

ダ
レ
」
の
試
食
も
行
い
、
楽
し
く
交
流
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
一
身
田
稲
作
部
会
は
3
月
12
～
19
日

ま
で
、
旧
一
身
田
支
店
で
温
湯
消
毒
を

行
い
ま
し
た
。
種
も
み
を
60
度
の
湯
に

10
分
間
浸
漬
し
、
そ
の
後
冷
却
す
る
こ

と
で
殺
菌
・
殺
虫
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。

　
同
部
会
は
津
市
一
身
田
で
、
農
薬
の

削
減
や
廃
液
処
理
対
策
な
ど
環
境
に
配

慮
し
た
米
作
り
を
行
う
「
特
別
栽
培

米
」
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

「
み
え
の
安
心
食
材
」
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
津
安
芸
が
、
４
月
20
日

か
ら
田
植
え
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
津
安
芸
は
平
成
29
年
度

よ
り
、
管
内
の
地
権
者
か
ら
農
地
を
借
り

受
け
水
稲
の
生
産
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
試
験
的
に
２
ha
で
実
施
し
、

今
年
は
借
り
受
け
面
積
を
5.7 

ha
に
拡
大
し

た
内
、
4.7 

ha
で
水
稲
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
規
模
拡
大
と
、
地
域
農

業
の
維
持
、
振
興
、
優
良
農
地
の
保
全
に

取
り
組
み
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
を
お
い
し
く
保
存

女
性
部

産
直
会
員
と
交
流

ふ
れ
あ
い
農
業
塾

安
心
な
お
米
づ
く
り

一
身
田
稲
作
部
会

水
稲
栽
培
を
開
始

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
津
安
芸 

農
業
部

▲瓶を逆さにして蓋に圧力をかけ
（保存効果が高まる）放冷する様子

▲種もみを温湯消毒する一身田稲作部会員と
津北部営農センター職員

▲田植えの様子▲栽培のやりがいについて話す産直会員の村治さん

自己改革
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ミー・ユ博士
りしのも

vol.２

【全体運】面倒見の良さを発揮することで、対人面に好影響が。持ち前の社交性を生かして。気分転換には音楽鑑賞が最適
【健康運】軽いスポーツを楽しむと体調に好変化が　　　【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ5.21～6.21

双子座

江
戸
時
代
ま
で
は
社
会
の
産
業
と

経
済
の
中
心
は
米
で
し
た
。
米

を
つ
く
る
に
は
肥
料
と
水
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
時
々
起
こ
る
水
不
足
は
農
家

を
も
の
す
ご
く
苦
し
め
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
は
じ
め
、
浜
松
で

育
っ
た
西に

し

島じ
ま

八は
ち

兵べ

衛え

は
17
歳
で

藤と
う

堂ど
う

高た
か

虎と
ら

の
家
来
に
な
り
ま
し
た
。
高た

か

虎と
ら

は
彼
の
才
能
を
見
抜
き
城
づ
く
り
の

知
識
と
技
術
を
教
え
ま
し
た
。
や
が
て

江
戸
幕
府
が
で
き
て
平
和
な
時
代
に
な

る
と
、
八は

ち

兵べ

衛え

は
城
づ
く
り
の
技
術
を

農
業
や
水
害
防
止
に
役
立
て
て
い
き
ま

す
。

26
歳
か
ら
46
歳
ま
で
4
回
、
合
わ

せ
て
16
年
も
派
遣
さ
れ
た
讃さ

ぬ
き岐

（
香
川
県
）
高た

か

松ま
つ

藩は
ん

生い

駒こ
ま

家け

（
藤と

う

堂ど
う

家け

の
親
戚
）
で
は
、
満ま

ん

濃の
う

池い
け

を
は
じ
め

90
ヶ
所し

ょ

余あ
ま

り
も
の
溜た

め

池い
け

の
大
改
修
や
新

築
で
水
不
足
に
苦
し
む
農
民
た
ち
を
救

い
、
新
し
い
田
ん
ぼ
も
つ
く
っ
て
米
が

と
れ
る
量
を
大
き
く
増
や
し
ま
し
た
。

ま
た
高
松
の
城
下
町
な
ど
で
た
び
た
び

洪
水
を
お
こ
し
た
香こ

う

東と
う

川が
わ

の
流
れ
を
変

え
、
周
辺
の
町
や
村
、
田
畑
を
水
害
か

ら
守
り
ま
し
た
。

津
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
同
じ
よ
う

に
水
不
足
に
苦
し
む
高
茶
屋
・

雲
出
の
農
民
の
た
め
に
雲く

も

出ず

井ゆ

を
つ
く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戸へ

木き

で
雲
出

川
か
ら
水
を
取
る
た
め
の
堰せ

き

を
つ
く

り
、
久
居
台
地
の
ふ
も
と
を
通
っ
て
高

茶
屋
ま
で
水
を
流
す
、
長
さ
約
13
㎞
の

水
路
で
す
。
水
は
高
い
所
か
ら
低
い
方

へ
流
れ
ま
す
が
、
戸へ

木き

と
高
茶
屋
の
土

地
の
高
低
差
は
少
し
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
や
っ
て
水
路
に
少
し
ず
つ
高

低
差
を
つ
け
て
い
く
か
、
そ
れ
が
大
き

な
問
題
で
し
た
。
八は

ち

兵べ

衛え

は
水
路
の
予

定
地
に
高た

か

張ば
り

提ち
ょ
う

灯ち
ん

を
並
べ
、
そ
の
高
さ

を
雲
出
川
の
反
対
側
の
岸
か
ら
測
る
こ

と
で
、
自
然
と
ゆ
る
や
か
に
水
が
流
れ

る
雲く

も

出ず

井ゆ

を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

53
歳
か
ら
は
大や

ま
と和

（
奈
良
県
）
山や

ま

城し
ろ

（
京
都
府
）
合
わ
せ
て
5
万
石
の

津
藩
の
領
地
を
ま
と
め
る
役
所
の
責
任
者

（
城じ

ょ
う

和わ

奉ぶ

行ぎ
ょ
う）

に
な
り
、
82
歳
で
引
退
す

る
ま
で
善
い
政
治
を
お
こ
な
い
領り

ょ
う

民み
ん

か
ら

慕し
た

わ
れ
ま
し
た
。
85
歳
で
亡
く
な
り
墓
は

伊
賀
市
に
あ
り
ま
す
。
死
後
、
高
茶
屋
・

雲
出
の
村
人
た
ち
は
雲く

も

出ず

井ゆ

の
水
を
3
つ

の
地
域
に
分
け
る
高
茶
屋
小
森
に
水み

分く
ま
り

神じ
ん

社じ
ゃ

を
建
て
八は

ち

兵べ

衛え

を
神
さ
ん
と
し
て
ま

つ
り
、
今
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

讃さ
ぬ
き岐

で
も
八は

ち

兵べ

衛え

を
神
さ
ん
と
し
て
ま

つ
っ
て
い
る
神
社
が
あ
り
ま
す
。

参
考
資
料

『
ふ
る
さ
と
読
本 

知
っ
て
お
き
た
い
津つ

ぅ

』

知
っ
て
お
き
た
い
人
々
、
知
っ
て
お
き

た
い
民
話
や
伝
説
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
津
市
観
光
協
会
や
別
所
書

店
、
伊
藤
印
刷
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。雲出井用水は、現在も地元農家で

組織する土地改良区の維持管理の
もと、津市内を流れる雲出川左岸
に沿って悠々と流れています。

毎年4月19日、水分神社では通
水の安全と五穀豊穣を祈願し、西
島八兵衛翁の遺徳を偲ぶ記念祭が
執り行われています。

受け継がれる西島八兵衛の功績

（1596～1680）
西
に し

島
じ ま

 八
は ち

兵
べ

衛
え

ミー・ユが博士になって
津安芸管内の豆知識や

おでかけスポットなどを紹介するよ！
今回紹介するのは、雲

くも

出
ず

井
ゆ

用
よう

水
すい

をつくって
農民を救ったこの人！
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6.22～7.22
蟹座 【全体運】知的好奇心を刺激されやすい時期。やってみたいことがあれば、じっくり情報収集を。ネット関連の事柄も幸運

【健康運】スキンケアを丁寧に。調子が上向きそう　　　【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

❶	 米は炊く30分ほど前にといで
ザルに上げておく。

❷	 薄切りにしたたけのこをAに
10分ほどつける。

❸	❶の米にBを入れ、2合の目
盛りまでだし汁をいれ軽く混
ぜる。

❹	❸に薄切りにした油揚げと❷
のたけのこをAごと入れて炊
く。

❺	 お好きな形に握ればできあがり。

❶	 ミニトマトは半分に、甘夏は
皮をむいて１口大に切る。

❷	Dと混ぜ合わせたらできあが
り。

作り方 作り方 作り方

三つ葉などをのせると
彩りがさわやかに！

材料（２合分）
たけのこ… ……100 ～ 120g
米… ……………………… ２合
油あげ… ………………… １枚
だし汁… ………………… 適量
A みりん…………… 大さじ１
　 しょうゆ… ……… 大さじ１
B 塩……………… 小さじ1/2
　 砂糖……………… 小さじ1

材料（20cmフライパン１枚分）
新じゃが… ……………… １個
玉ねぎ… ……………… 1/2個
塩こしょう… …………… 適量

C 卵……………………… ２個
　 牛乳… ……………… 80cc
　 コンソメ… ……… 小さじ1

材料（２人分）
甘夏… ………………… 1/2個
ミニトマト… …………… 3個

D 酢………………… 大さじ1
　 オリーブオイル…… 小さじ1
　 はちみつ… …………… 少々
　 塩… ……………… 3つまみ
　 黒こしょう… ………… 少々

❶	 新じゃがは短冊切り、玉ねぎ
は薄切りにし、油をひいたフ
ライパンで炒め、塩こしょう
を強めにふる。

❷	 ボウルにCを入れよくかき混
ぜ、あら熱をとった❶を入れる。

❸	❷をフライパンに流し入れ、
弱火でフタをして10分。

❹	 片面が焼けたらひっくり返し、
弱火でフタをして5分焼けば
できあがり。

新じゃがの
まんまるオムレツたけのこおにぎり 甘夏とトマトのマリネ

旗をたててみよう♪

つまようじにマスキングテープ
を巻いて旗の形に切るだけ！お
子様も喜んでくれるはず♪

これでカフェ風に！

おうちで

カフェごは
んカフェごは
んO U C H I  

D E  C A F
E  G O H A

N
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園 芸
ノート

7.23～8.22
獅子座 【全体運】意地を張りやすい傾向大。人の意見やアドバイスには素直に耳を傾けた方が好結果に。開運には土いじりが有効

【健康運】無理をしがち。疲れたら、十分な休息を　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

１月 月 月 月 月 月 月 月 月 月２ ３ ４ ５ ６ 月７ ８ ９ １０ １１ 月１２栽培計画

トンネル被覆

トンネル栽培

露地栽培

高冷地抑制
栽培

植えつけ種まき 収穫

　

ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
に
初
級
者
・
中
級
者
・

上
級
者
向
け
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
家
庭
菜
園
に

も
難
易
度
が
あ
り
ま
す
。
大
玉
ト
マ
ト
は
上
級
者

向
け
で
す
。

　
ト
マ
ト
の
原
産
地
は
強
日
照
で
乾
燥
し
た
中
南

米
の
ア
ン
デ
ス
山
麓
で
す
。
日
本
で
は
弱
日
照
で

多
湿
の
梅
雨
が
あ
り
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
で
は
梅

雨
を
越
す
の
が
難
し
い
で
す
。
プ
ロ
の
農
家
で
も

雨
よ
け
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
を
し
て
多
湿

を
防
ぎ
ま
す
。

　
約
30
年
前
、
国
内
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
流
通
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
大
玉
ト
マ

ト
と
比
べ
格
段
に
栽
培
し
や
す
い
の
で
、
家
庭
菜

園
で
も
普
及
し
ま
し
た
。ミ
ニ
ト
マ
ト
は
初
級
者・

中
級
者
向
け
で
、
日
当
た
り
と
風
通
し
が
良
け
れ

ば
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
栽
培
で
き
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
種
ま
き
は
生
育
温
度
の
確
保
が
難
し

い
２
月
な
の
で
、
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
苗
を
買
い

求
め
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
苗
の
早
植
え
は
根
付

き
し
に
く
く
、
枯
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
温

が
上
昇
す
る
５
月
に
植
え
付
け
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
栽
培
は
支
柱
を
立
て
、
人
間
の
背
丈

ま
で
育
て
ま
す
。
茎
葉
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
根
も
そ
れ
だ
け
張
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
培
養
土
が
た
く
さ
ん
入
る
10
号
（
30
㎝
）

以
上
の
鉢
が
必
要
で
す
。

　
ト
マ
ト
の
栽
培
で
初
級
者
が
失
敗
し
や
す
い
の

は
、
水
や
り
と
施
肥
と
脇
芽
か
き
で
す
。

　
水
や
り
が
多
過
ぎ
る
と
、
土
の
隙
間
が
水
で
満

た
さ
れ
酸
素
欠
乏
に
な
り
根
が
傷
み
、
ひ
ど
い
と

枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
や
り
は
朝
や
っ
て
夕
に

土
の
表
面
が
乾
く
程
度
に
し
ま
す
。

　
肥
料
が
多
過
ぎ
る
と
、
栄
養
成
長
（
茎
葉
が
伸

び
る
こ
と
）が
い
つ
ま
で
も
続
き
、生
殖
成
長（
花

や
実
が
付
く
こ
と
）
が
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
尻
腐
れ
な
ど
の
生
理
障
害
も
出
や
す
く
な

り
ま
す
。
追
肥
は
株
の
様
子
を
見
な
が
ら
少
な
め

に
施
し
ま
す
。

　
脇
芽
か
き
が
遅
れ
る
と
、
ど
れ
が
主
枝
か
側
枝

か
分
か
ら
な
く
な
り
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
風
通
し
が
悪
く
な
り
、
病

気
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
真
っ
赤
に
完
熟
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

土壌医　藤巻久志

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

　

  

津
店
が
教
え
る！

ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
！

〈
苗
植
え
〉

　
苗
植
え
は
「
昼
間
の
気
温
が
20
～

30
度
」
が
目
安
に
な
る
の
で
、
住
ん

で
い
る
地
域
や
天
候
に
合
わ
せ
て
時

期
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

花
の
つ
く
向
き
が
全
て
同
じ
な
の

で
、
実
を
収
穫
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、
花
芽
が
道
側
に
く
る
よ
う
に
植

え
付
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

〈
脇
芽
か
き
〉

　

脇
芽
と
呼
ば
れ
る
細
い
枝
を
取
り

除
く
作
業
で
す
。
余
分
な
脇
芽
を
摘

み
取
る
こ
と
で
、
実
に
十
分
な
栄
養

を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
風
通
し
が
よ
く
な
り
、
病
害

虫
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
病
気
の
予
防
〉

・
尻
腐
れ
病

　

果
実
の
お
し
り
の
部
分
が
黒
色

に
陥
没
す
る
病
気
で
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
が
不
足
す
る
と
起
こ
り
や
す

い
の
で
、
土
に
石
灰
や
カ
ル
シ
ウ

ム
を
ま
い
て
予
防
し
ま
す
。

・
お
す
す
め
資
材

野
菜
の
尻
ぐ
さ
れ

芯
ぐ
さ
れ
防
止
剤

JA グリーン津店
城チーフ

ミ
ニ
ト
マ
ト
（
ナ
ス
科
ト
マ
ト
属
）

ミニトマト
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園 芸
ノート

8.23～9.22
乙女座 【全体運】フットワークが軽くなる月。興味を引かれることに即チャレンジするなど、スピーディーな行動を。スポーツも◎

【健康運】快適に過ごせます。大いに体を動かして　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク

１月 月 月 月 月 月 月 月 月 月２ ３ ４ ５ ６ 月７ ８ ９ １０ １１ 月１２栽培計画

トンネル被覆

露地栽培
（暖地、中間地）

露地栽培
（高冷地、寒冷地）

トンネル栽培
（高冷地、寒冷地）

植えつけ種まき 収穫

PHOTO GALLERY

　
夏
を
越
し
て
晩
秋
ま
で
果
実
（
莢
果
）
を
取
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ヨ
ウ
に
似
た
黄
色
い
花
は
観

賞
用
と
し
て
も
め
で
ら
れ
、
家
庭
菜
園
や
庭
先
、
プ

ラ
ン
タ
ー
栽
培
共
に
お
勧
め
で
す
。
ア
オ
イ
に
似
た

花
は
観
賞
価
値
も
あ
り
、
秋
遅
く
ま
で
咲
き
続
け
ま

す
。
花
も
実
も
あ
る
重
宝
な
野
菜
と
い
え
ま
す
。

　

独
特
の
粘
り
が
あ
り
、
夏
の
ス
タ
ミ
ナ
補
給
に

う
っ
て
つ
け
の
野
菜
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
食

べ
方
は
刻
ん
で
生
の
ま
ま
だ
け
で
な
く
、
ゆ
で
た
り

炒
め
た
り
、
サ
ラ
ダ
や
て
ん
ぷ
ら
、
み
そ
漬
け
、
か

す
漬
け
に
と
、
使
い
道
が
広
い
の
も
魅
力
で
す
。

　
高
温
性
で
昼
は
25
～
30
度
、
夜
は
20
～
23
度
が
適

温
で
、
10
度
以
下
の
低
温
で
は
生
育
が
ま
っ
た
く
停

止
し
、
葉
が
黄
変
、
落
葉
し
て
し
ま
い
ま
す
。
畑
に

植
え
た
が
一
向
に
伸
び
ず
、
落
葉
、
枯
死
す
る
と
い

う
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
の
は
、
苗
が
低
温
に
遭
っ
て

い
た
り
、
植
え
た
畑
が
寒
過
ぎ
た
り
し
た
場
合
が
多

い
の
で
す
。
こ
れ
を
水
不
足
と
勘
違
い
し
て
水
を
や

り
過
ぎ
る
と
地
温
が
さ
ら
に
下
が
り
、
過
湿
と
な
り

立
ち
枯
れ
病
が
発
生
し
た
り
し
て
失
敗
を
助
長
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
苗
は
３
号
ポ
リ
鉢
に
、

一
晩
水
に
浸
し
た
種
を
４
～
５
粒
ま
き
、
20
度
ぐ
ら

い
に
加
温
し
て
育
て
る
か
、市
販
の
苗
を
買
い
求
め
、

暖
か
い
場
所
で
再
育
苗
し
、
十
分
暖
か
く
な
っ
て
か

ら
畑
に
植
え
出
し
ま
す
。
最
近
は
ず
い
ぶ
ん
早
く
か

ら
店
頭
に
苗
が
並
び
ま
す
が
、
買
い
急
ぎ
は
禁
物
、

失
敗
し
て
再
び
苗
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

図
の
よ
う
に
黒
色
ポ
リ

フ
ィ
ル
ム
を
マ
ル
チ
し
、

地
温
を
上
げ
て
か
ら
植
え

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

オ
ク
ラ
の
育
ち
を
よ
く

見
る
と
、
初
期
に
は
枝
分

か
れ
せ
ず
、
１
株
当
た
り
の
花
・
果
数
は
少
な
い
の

で
、
そ
れ
を
補
い
、
早
期
収
量
を
高
め
る
た
め
に
、

畑
で
も
プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
、
１
カ
所
に
2
株
ず
つ
植

え
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
前
半
は
葉
も
あ
ま
り
込
み

合
わ
な
い
の
で
、
こ
れ
で
ち
ょ
う
ど
良
い
の
で
す
。

　
盛
ん
に
育
ち
枝
が
伸
び
だ
し
て
き
た
ら
、
主
枝
の

上
の
方
を
摘
除
し
側
枝
に
日
を
当
て
、
健
全
に
伸
び

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
半
月
に
１
回
、
１
株
当
た
り
小
さ
じ
１
杯
ぐ
ら
い

の
化
成
肥
料
を
追
肥
し
ま
す
。

　
近
頃
各
地
で
葉
を
筒
状
に
巻
き
食
害
す
る
ワ
タ
ノ

メ
イ
ガ
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。
発
見
次
第
捕
殺
す

る
か
、
適
応
殺
虫
剤
を
散
布
し
て
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

板木技術士事務所　板木利隆

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

オクラ

栄
養
豊
か
、
花
も
楽
し
め
る
オ
ク
ラ

あなたも今日から 栽培名人
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ンョシーテス
inf o r m a t i o n

報情

9.23～10.23
天秤座 【全体運】あれこれ考え過ぎてしまいそう。肩の力を抜き、気楽に構えましょう。リフレッシュには森林浴やハイキングへ

【健康運】小さなけがに注意。慎重に行動すること　　　【幸運を呼ぶ食べ物】モズク

管
理
職

氏
名	

配
属
先

草
深　
正
人	

営
農
対
策
部
長

浜
本　
芳
弘	

栗
真
白
塚
支
店
長

東
海　
千
明	

津
中
央
支
店
長

池
村　
裕
一
郎	

神
戸
片
田
支
店
長

佐
脇　
健
之	

安
濃
中
央
支
店
長

内
藤　
佐
武
郎	

芸
濃
支
店
長

木
崎　
隆
司	

河
芸
中
央
支
店
長

太
田　
雅
也	

総
務
部
次
長
兼
経
理
課
長

野
田　
浩
司	

（
株
）
ジ
ェ
イ
エ
イ
津
安
芸
出
向

	

（
農
業
部
）

松
田　
充
功	

融
資
審
査
課
長

中
川　
智
之	

営
農
振
興
課
長

草
深　
豊	

米
穀
販
売
課
長

森　
浩
之	

園
芸
販
売
課
長

伊
藤　
浩
也	

津
中
央
支
店　
副
支
店
長

川
口　
亮	

河
芸
中
央
支
店　
副
支
店
長

赤
塚　
幸
規	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
長

稲
垣　
博	

芸
濃
営
農
セ
ン
タ
ー
長

池
村　
和
也	

企
画
広
報
課　
課
長
補
佐

増
田　
栄
作	

園
芸
販
売
課　
課
長
補
佐

藤
原　
智
也	

栗
真
白
塚
支
店　
店
長
代
理

北
御
門　
義
久	

美
里
支
店　
店
長
代
理

下
井　
智
子	

安
濃
中
央
支
店　
安
濃
店
店
長

本
堂　
直
樹	

安
濃
中
央
支
店　
店
長
代
理

長
谷
川　
浩
司	

み
ど
り
の
交
差
店
店
長

若
林　
博
文	

食
材
セ
ン
タ
ー
店
長

平
澤　
利
幸	

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
津
店
店
長

前
田　
猛	

燃
料
セ
ン
タ
ー
店
長

辻　
伸
幸	

河
芸
営
農
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ

川
村　
公
秀	

美
里
営
農
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ

濱　
武
志	

食
材
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ

松
井　
茂
樹	

Ｊ
Ａ
葬
祭
や
す
ら
ぎ
チ
ー
フ

海
野　
剛	

施
設
利
用
課
チ
ー
フ

当JAでは、平成30年度の職員の定期人事異動を行い、４月より新たな配属先に着任いたしましたのでお知らせいたします。

共　　済　　普　　及　　課

事　　故　　査　　定　　課

共　　　　済　　　　部

高野尾店（サテライト店）

雲出店（サテライト店）

Aコープ津店

津南部営農センター

美里営農センター

安濃営農センター

芸濃営農センター

河芸営農センター

津北部営農センター

津中央営農センター

㈱ジェイエイ津安芸

芸濃支店

経　　　　理　　　　課

総　　　　務　　　　部
総　　　　務　　　　課

美里支店

リ　ス　ク　管　理　課

企　　画　　管　　理　　室
企　　画　　広　　報　　課

安濃店（サテライト店）
安濃中央支店

片田店（サテライト店）
神戸片田支店

栗真白塚支店

津北支店

津店（サテライト店）
櫛形店（サテライト店）

津中央支店

監　　　　　査　　　　　室

貯　　金　　為　　替　　課
融　　資　　推　　進　　課

（ローンセンター）

資　　金　　運　　用　　課

融　　資　　審　　査　　課

金　　　　融　　　　部

組
　合
　員

総
　代
　会

監
　
　事
　
　会

代
　表
　監
　事

常
　勤
　監
　事

経
営
管
理
委
員
会

会
　
　
　
　
　長

副
　
　会
　
　長

理
　
　事
　
　会

理
　事
　長

代
表
理
事

理
事
統
括
部
長

（
金
融
共
済
担
当
）

理
事
統
括
部
長

（
企
画
総
務
担
当
）

理
事
統
括
部
長

（
営
農
生
活
担
当
）

津南部支店

河芸中央支店

営　　農　　生　　活　　部

農 機 セ ン タ ー

生 　 活 　 施 　 設 　 課

購 　 買 　 課

Ｊ Ａ グ リ ー ン 津 店
燃 料 セ ン タ ー
Ｊ Ａ 葬 祭 や す ら ぎ
食 材 セ ン タ ー

営　　農　　対　　策　　部
営 農 振 興 課

Ｔ 　 Ａ 　 Ｃ 　 課

米 穀 販 売 課

園 芸 販 売 課
み ど り の 交 差 店

施 　 設 　 利 　 用 　 課

平成30年度　職員定期人事異動のお知らせ
全体機構図

（平成30年4月1日）
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ンョシーテス
inf o r m a t i o n

報情

10.24～11.22
蠍座 【全体運】勢いがあるときはいいけれど、小さなことでつまずきやすい暗示。失敗を引きずらず、サッと気持ちを切り替えて

【健康運】ストレス解消には軽い体操が効果的です　　　【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ

藤
山　
絵
理	

安
濃
中
央
支
店

中
西　
雅
也	

安
濃
中
央
支
店　
安
濃
店

田
中　
大
輔	

芸
濃
支
店　

Ｌ
Ａ

上
村　
の
り
子	

芸
濃
支
店

小
黒　
大
輝	

河
芸
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

山
中　
一
浩	

河
芸
営
農
セ
ン
タ
ー

高
岡　
る
み	

芸
濃
営
農
セ
ン
タ
ー

宮
崎　
大
輔	

安
濃
営
農
セ
ン
タ
ー

位
田　
英
二	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

松
井　
航
平	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

岡
林　
瑠
奈	

津
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

氏
名	

配
属
先

吉
川　
す
み
子	

津
中
央
支
店　
櫛
形
店

森
川　
あ
け
み	

津
中
央
支
店　
櫛
形
店

後
藤　
鮎	

津
北
支
店　
高
野
尾
店

中
里　
友
子	

河
芸
中
央
支
店

阿
曽　
芳
子	

米
穀
販
売
課

中
川　
知
子	

園
芸
販
売
課

長
谷
川　
麻
樹	

み
ど
り
の
交
差
店

山
川　
祐
子	

み
ど
り
の
交
差
店

平
岩　
久
美	

み
ど
り
の
交
差
店

松
田　
恵
美
子	
み
ど
り
の
交
差
店

新
規
採
用
職
員

氏
名	

配
属
先

嶋
田　
健
人	

安
濃
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

若
林　
正
貴	

栗
真
白
塚
支
店

小
林　
拓
真	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

松
尾　
亮
佑	

津
北
支
店

村
田　
恵
理	

共
済
普
及
課

三
井　
彩
加	

津
中
央
支
店

黒
川　
安
友
奈	

Ｔ
Ａ
Ｃ
課

山
本　
爽	

津
北
支
店　
高
野
尾
店

駒
田　
実
優	

総
務
課

一
般
職

氏
名	

配
属
先

海
住　
あ
ゆ
子	

経
理
課

白
山　
三
千
代	

貯
金
為
替
課

上
村　
拓
也	

共
済
普
及
課

高
本　
静
香	

共
済
普
及
課

神
戸　
義
仁	
営
農
振
興
課

前
田　
智
子	
営
農
振
興
課

榊
原　
瑳
月	

営
農
振
興
課

後
藤　
渉	

Ｔ
Ａ
Ｃ
課

平
井　
清
久	

米
穀
販
売
課

余
野　
聡
一
朗	

米
穀
販
売
課

紀
平　
光
則	

み
ど
り
の
交
差
店

石
嶋　
善
弥	

Ｊ
Ａ
葬
祭
や
す
ら
ぎ

山
口　
雄
一	

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
津
店

櫻
井　
利
菜	

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
津
店

玉
村　
渉	

栗
真
白
塚
支
店　

Ｌ
Ａ

岩
崎　
美
香	

栗
真
白
塚
支
店

伊
藤　
由
美
子	

栗
真
白
塚
支
店

舟
橋　
清
貴	

津
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

新
堂　
千
枝	

津
中
央
支
店

佐
久
間　
陽
子	

津
中
央
支
店

木
口　
洋
輔	

津
南
部
支
店　

Ｌ
Ａ

川
合　
恒
平	

津
南
部
支
店　

Ｌ
Ａ

井
戸　
健
太	

津
南
部
支
店　
金
融
渉
外

中
川　
真
奈
望	

津
南
部
支
店

山
田　
聡
治
郎	

神
戸
片
田
支
店　

Ｌ
Ａ

伊
藤　
崇
之	

神
戸
片
田
支
店　
金
融
渉
外

岸
田　
麻
理	

神
戸
片
田
支
店

伊
藤　
繁	

神
戸
片
田
支
店　
片
田
店

三
尾　
文
将	

津
北
支
店　

Ｌ
Ａ

太
田　
麗
唯	

津
北
支
店

北
角　
繁
幸	

美
里
支
店

真
弓　
佑
里
佳	

美
里
支
店

奥
山　
忠
彦	

安
濃
中
央
支
店　
金
融
渉
外

荒
木　
陽
平	

安
濃
中
央
支
店　

Ｌ
Ａ

※
Ｌ
Ａ
＝
共
済
専
任
渉
外

駒
谷　
竜
也	

施
設
利
用
課

長
谷
川　
拓
海	

燃
料
セ
ン
タ
ー

和
田　
一
奈	

安
濃
中
央
支
店

大
薮　
蓮
華	

津
中
央
支
店　
津
店

松
島　
礼
芽	

美
里
支
店

池
端　
優
菜	

津
南
部
支
店

佐
脇　
俊
輝	

栗
真
白
塚
支
店　
金
融
渉
外

上
山　
航
平	

農
機
セ
ン
タ
ー

新
規
採
用
職
員
（
嘱
託
・
臨
時
）

氏
名	

配
属
先

吉
岡　
卓
矢	

美
里
営
農
セ
ン
タ
ー

伊
藤　
京
子	

神
戸
片
田
支
店　
片
田
店

定
年
退
職
者

氏
名

西
川　
暢
彦	

み
ど
り
の
交
差
店

岡
本　
忠
行	

美
里
支
店

伊
藤　
京
子	

神
戸
片
田
支
店　
片
田
店

一
般
退
職
者

氏
名

笠
井　
秀
紀	

安
濃
中
央
支
店

服
部　
香
織	

共
済
普
及
課

川
原
田　
真
也	

安
濃
中
央
支
店

川
邊　
優
太	

栗
真
白
塚
支
店

宮
本　
啓
佑	

津
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

中
林　
沙
栄
子	

企
画
広
報
課

斎
藤　
み
の
り	

栗
真
白
塚
支
店

樋
廻　
妹
以
子	

津
中
央
支
店

北
川　
幸
孝	

安
濃
営
農
セ
ン
タ
ー

岸
江　
優
里	

津
中
央
支
店

前
田　
健
伍	

食
材
セ
ン
タ
ー

大
平　
順
子	

神
戸
片
田
支
店　
片
田
店　
臨
時
職

谷
川　
愛	

安
濃
中
央
支
店　
臨
時
職
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ンョシーテス
inf o r m a t i o n

報情

11.23～12.21
射手座 【全体運】珍しく神経質になりがち。やたらと後ろ向きな発想をしやすいので、意識してプラス方向に捉えるのが賢明

【健康運】運動不足で太りやすい。クヨクヨもNG　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ジャガイモ

 

レンタルの流れ

ＪＡの農機レンタルを利用してみませんか？

ご利用５日前
ＪＡ津安芸　農機センター
にて申込み
機種・利用日数・届け先・その他 

ご利用当日
当日の朝、指定の届け先に
農機をお届け
（または農機センターでお引取り）

ご利用終了
ご利用終了後、夕方 5時頃
を目安にお引取り
（または農機センターへご返却）

後日
ＪＡからご利用料金の請求・
お支払い

注：機械の空き状態確認・機械の整備状況・運搬準備等の為、５日前までの予約をしていただく必要があります。

ご利用仮予約・詳しい内容については農機センターまで　　　津市一色町 191-2　TEL：059-229-3510

レンタルの流れ

レンタル機種レンタル機種

ＪＡ津安芸の
組合員限定！

ライムソーワ
タカキタ　LS1608
トラクター適応馬力20～ 28馬力

自走セット動噴
丸山　GKSL3315
300L 薬剤タンクセット

フレールモア
ニプロ　FNC1602
トラクター適応馬力 25～ 34馬力

畔塗機トラクター（本体のみ）
ニプロ　DZR302J
トラクター適応馬力 25～ 34馬力

クボタ　KL285FQBMAN-P
28 馬力　キャビン付き

JAの農機レンタルを利用してみませんか？JA津安芸の
組合員限定！

◎�申込書の有効期限は２年を経
過した最初の公募の終了日ま
で有効です。

※平成 29 年度応募者の申込書は
　平成 30 年度中は有効です。

当センターでは、平成 30年度農地中間管理事業借受希望者の公募を以下のとおり実施します。

本年度順次有効期限を迎えます。効力を連続させるためには、それぞれ以下の回に申し込んでください。

１回目 平成30年５月21日（月）～  ６月19日（火）
２回目 平成30年９月20日（木）～ 10月19日（金）
３回目 平成31年１月21日（月）～  ２月19日（火）

前回申し込んだ回 申し込みが必要な回
平成28年度第１回 （５月実施） 平成30年第２回公募（10/19まで）
平成28年度第２回 （10月実施） 平成30年第３回公募（２/19まで）
平成28年度第３回 （１月実施） 平成31年第１回公募（日程未定）

公益財団法人三重県農林水産支援センター農地中間管理課
〒 515-2316 三重県松阪市嬉野川北町 530　  TEL 059-848-1228　  URL http://nouchi-mie.jp

公募日程

平成28年
申込の方

三重県農地中間管理機構から担い手の皆さんへ

平成 30年度借受希望者の公募に関するお知らせ

　平成 29年産米の通年集荷を以下のとおり実施します。自家保有米に余裕
のある方は、１袋（30㎏）でも集荷いたしますので、最寄りの営農センター
へお申込みください。
●集荷方法…庭先（ご自宅）まで引き取りに伺います。検査用袋にてお願いします。
●申込み方法…最寄りの営農センターへお申込みください。電話でも結構です。
●価格について…�価格については集荷時の市場情勢や集荷数量によっても変動する

為、詳しくは最寄りの営農センターへお問い合せください。

申込み期日　平成 30年５月 21日（月）まで　　検査日　平成 30年５月 22日（火）

平成 29年産米通年集荷のお知らせ

営農だより
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ンョシーテス
inf o r m a t i o n

報情

12.22～1.19
山羊座 【全体運】楽しいことに縁あり。飲み会や旅行などに誘われたら、気軽に参加してみるとラッキー。芸術鑑賞も良い刺激に

【健康運】適度な気晴らしが健康キープのポイント　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

平成30年度 臨時職員募集のご案内

お問い
合わせ先

〒514-0057　津市一色町211　津安芸農業協同組合　総務部総務課　 TEL：059-225-1881
E-mail：soumuka@tsuage.jamie.or.jp　　　　　 ※この募集要項は当JAのホームページでもご覧になれます。

　JA津安芸では、農や地域を支え、組合員・地域利用者の暮らしを豊かにするため、「営農」「金融」「共済」「経済」の
4つの事業を展開しています。「金融業界で働きたい」「地域の農家さんをサポートしたい」「地域に貢献できる仕事が
したい」など、あなたの夢・希望をJA津安芸で叶えてみませんか。やる気あふれる皆さんのご応募お待ちしています！

募 集 要 項
●雇用形態 臨時職員

●勤務時間 午前８時30分～午後５時（1時間休憩） ＊一部事業除く

●年　　齢 38歳位迄

●休　　日 週休２日制（土曜・日曜）国民の休日に関する法律に定めた日、
年末年始（但し、配属先の業務により異なります。）

●休　　暇 年次有給休暇制度、特別休暇制度、育児休暇制度、介護休暇制度など

●福利厚生 健康保険、厚生年金、雇用保険、労働災害など

●賞　　与 あり（年2回、決算手当て有り）

●備　　考 正職員登用制度あり

●昇　　給 あり（当組合臨時職員就業規程による）

●給　　与 月給制　基本給＋手当
　　　　諸手当（通勤手当、家族手当、資格手当、その他勤務手当など）
　　　　時間外手当有

●募集職種及び募集人員
高卒以上で、普通自動車免許取得済み及びパソコンの基本入力（エクセル、ワード）のできる方●応募資格

JA事業全般　　若干名

※詳しい事が知りたい方、見学されたい方は随時受付しておりますので下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

●勤務地 津安芸農業協同組合管内（平成17年12月31日時点での津市・安芸郡）

いたします。

　平素は当JAの事業にご理解とご協力を賜りありが
とうございます。
　当JAでは、職員を対象に「連続職場離脱」を実施
しております。連続職場離脱とは、就業規則に定め
る休暇により、職員が１週間（５営業日）以上連続
して自己の職場を離れ、勤務できない状態を作るこ
とにより、業務が統一基準に基づき適正に実施され
ているかを点検・確認するとともに、組合の内部牽
制機能の補完的方策としてその有効性の向上を図り、
事故、不正等を未然に防止し、コ
ンプライアンス体制充実の一助と
することを目的としています。
　職員が連続職場離脱に入ると実
施期間中（連続５営業日）は不在
となり、ご迷惑をおかけいたしま
すが、何卒ご理解を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

　 連続職場離脱の実施に
伴う職員不在のお知らせ

（平成30年5月1日～平成31年２月28日）

「やすらぎ定期積金」

年利回り0.10％でお預かりいたします。
取扱期間：平成 30年４月２日（月）～平成 31年３月29日（金）

「メモリアルホールやす
らぎ」をご利用の場合は
会館使用料が、また出
張葬においてもセット
プランが

組合員ならではの割引特典

50,000円引き
になります。※斎場葬（いつくしみの杜）は除きます。

※組合員に加入するには一定の条件があります。

さらに

皆さま「組合員」はすでに
JA葬祭やすらぎの「会員」です

「やすらぎ定期積金」（毎月の掛金1口5,000円かつ期間５年もの）ご契約の方に
特　典

祭壇セット
プランより5％割引 定期積金（5 年もの）

毎月の掛金 1 口 5,000 円

対象商品

お預入金額

JA葬祭 やすらぎ
年中無休　　24時間 電話対応

〒514-0823　津市半田425

0120-969-163
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※Aコープ津店にて、ご利用いただけます。
※1,000円（税抜）以上お買上げの方に
　限り、1回ご利用できます。
※生産者コーナー・タバコ・酒・雑誌・
　ギフト・キャンドゥ店舗の商品
　は除きます。
※他のクーポンと併用は
　できません。

有効期限
平成30年5月末まであぜみち特別クーポン券あぜみち特別クーポン券

☎059-225-9131
営業時間：9時～21時

キリトリ

Ａコープ津店



法律
税務
相談

1.20～2.18
水瓶座 【全体運】親しい人に対して、つい口うるさくなってしまう気配。見守る姿勢を大切に。リラックスするには足湯がベスト

【健康運】開運には不規則な生活習慣の改善が必須　　　【幸運を呼ぶ食べ物】メロン

　

今
回
は
、
交
通
事
故
に
お
け
る
車
の

管
理
責
任
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
分
野
で
は
、
怪
我
を
し

た
人
（
人
身
事
故
の
被
害
者
）
の
保
護

を
強
化
す
る
た
め
、
法
律
上
、
賠
償
責

任
を
負
う
者
の
範
囲
が
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
自
賠
責
法
３
条
に
お
い

て
、「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行

の
用
に
供
す
る
者
は
（
運
行
供
用
者
）、

そ
の
運
行
に
よ
っ
て
他
人
の
生
命
又
は

身
体
を
害
し
た
と
き
は
（
人
身
事
故
）、

こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す

る
責
に
任
ず
る
」
と
し
て
、
運
転
手
で

な
く
て
も
、「
運
行
供
用
者
」
は
賠
償

責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
運
行
供
用
者
」
と
は
、「
自
動
車
の

使
用
に
つ
い
て
の
支
配
権
を
有
し
、
か

つ
、
そ
の
使
用
に
よ
り
享
受
す
る
利
益

が
自
己
に
帰
属
す
る
者
を
意
味
す
る
」

な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
か
り
や

す
く
言
え
ば
、
車
に
対
す
る
管
理
責
任

を
問
わ
れ
る
者
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
家
族
間
や
会
社
と
従
業
員
と

の
間
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。

１　
家
族
間
で
は

⑴ 

車
の
名
義
人
の
場
合

　

通
常
、
車
の
名
義
人
は
、
家
族
が
車

を
使
用
し
、
人
身
事
故
を
起
こ
し
た
場

合
、賠
償
責
任
を
負
う
、と
解
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
名
義
人
が
父
親
で
、
同
居

す
る
息
子
が
自
宅
の
庭
に
保
管
さ
れ
て

い
た
車
を
使
用
し
、
人
身
事
故
を
起
こ

し
た
事
案
（
最
高
裁
昭
和
50
年
11
月
28

日
判
決
）、
名
義
人
が
姉
で
、
結
婚
後
、

実
家
に
自
動
車
を
預
け
、
弟
の
使
用
に

ま
か
せ
た
ま
ま
、
名
義
変
更
せ
ず
、
弟

が
人
身
事
故
を
起
こ
し
た
事
案
（
東
京

地
裁
平
成
11
年
12
月
27
日
判
決
）
な
ど

で
、
車
の
名
義
人
に
賠
償
責
任
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
父
親
名
義
の
車
を
使
用
し
て

い
た
息
子
が
、
友
達
に
運
転
を
代
わ
っ

て
同
乗
中
に
友
達
が
起
こ
し
た
人
身
事

故
に
つ
い
て
も
、
通
常
は
、
父
親
も
賠

償
責
任
を
負
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑵ 

車
の
名
義
人
で
は
な
い
場
合

　

車
の
名
義
人
で
な
け
れ
ば
、通
常
は
、

家
族
が
起
こ
し
た
人
身
事
事
故
に
つ
い

て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
例
に
は
、
車

の
名
義
人
で
な
い
親
に
対
し
、
子
供
が

起
こ
し
た
人
身
事
故
へ
の
賠
償
責
任
を

肯
定
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
子
供
名
義
の
車
で
も
、
父

親
が
子
の
た
め
に
買
い
与
え
、
保
険
料

そ
の
他
の
経
費
を
負
担
し
、
子
供
は
親

元
か
ら
通
勤
し
、
生
活
を
父
親
に
全
面

的
に
依
存
し
て
い
た
場
合
に
は
、
子
供

が
起
こ
し
た
人
身
事
故
に
つ
い
て
も
、

父
親
に
賠
償
責
任
を
認
め
た
裁
判
例
が

あ
り
ま
す
（
最
高
裁
昭
和
49
年
７
月
16

日
判
決
）。

２　
会
社
と
従
業
員
の
関
係
で
は

　

従
業
員
名
義
の
車
で
、
従
業
員
が
通

勤
途
中
に
起
こ
し
た
人
身
事
故
で
あ
っ

て
も
、
会
社
に
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ

た
事
案
が
あ
り
ま
す
。
会
社
の
経
営
者

と
し
て
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
会
社
が
、
従
業
員
が
マ
イ

カ
ー
で
通
勤
す
る
こ
と
を
前
提
に
通
勤

手
当
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮

し
、
会
社
に
賠
償
責
任
を
認
め
た
事
例

が
あ
り
ま
す
（
福
岡
地
裁
平
成
10
年
８

月
５
日
判
決
）。
個
人
的
に
は
、
こ
の

事
例
は
会
社
の
責
任
を
広
く
認
め
過
ぎ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
動
車
事
故
に
お
け

る
車
の
管
理
責
任
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
家
族
の
車
は
必
ず
対
人
・
対
物
無

制
限
の
任
意
保
険
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
で
通
勤
す
る
従
業
員
に
つ
い

て
も
、
少
な
く
と
も
、
会
社
内
の
敷
地

を
駐
車
場
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
る
場

合
は
、
任
意
保
険
の
加
入
の
有
無
を
確

認
す
る
な
ど
の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

弁護士　内田 典夫

住宅や自動車の購入など資金の借入をご検討されている方、また、法律や税務、
自動車事故でお悩みの方はいらっしゃいませんか。
当JAでは、下記の日程で無料相談会を実施しております。専門スタッフがご相談
を受付けていますので、ぜひお気軽にお申し込みください。お待ちしております。

無料相談会
各種実施中!!

　

受付先：ローンセンター　☎059−229−3503
受付先：事故査定課

☎059−229−3505

本店（本館内）
8：30 〜 17：00
電話予約により随時開催

ローンセンター（本店別館）
月曜〜金曜 10：00〜19：00
土曜　　　 10：00〜16：00
営業日（月曜〜土曜、祝日除く）

ローン相談（終日対応）
ローンセンター（本店別館）
10：00 〜 12：00
弁護士　伊藤 仁
5月12日（土）、6月２日（土）

法律相談 （予約制）
ローンセンター（本店別館）
9：00 〜 16：00
5月12日（土）、16日（水）、
26日（土）、30日（水）、6月9日（土）

税務相談 （予約制） 事故相談 （予約制）

交通事故における車の管理責任
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2.19～3.20
魚座 【全体運】コミュニケーション運が活性化。初対面の人とも楽しく話が弾みそう。人脈を広げた分、チャンスも広がります

【健康運】姿勢を正せば健康面にうれしいご褒美あり　　　【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

【
交
通
課
か
ら
】

　

123
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反
を
達

成
し
て
、
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
な
ど

の
豪
華
賞
品
を
獲
得
し
ま
せ
ん
か
？

●
募
集
期
間

　

５
月
１
日（
火
）～
６
月
29
日（
金
）

●�

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間

　

７
月
１
日（
日
）～
10
月
31
日（
水
）の
123
日
間

●�

実
施
内
容　
運
転
免
許
（
原
付
を
含
む
）
を
取
得
し
て
い
る

３
名
（
１
チ
ー
ム
）
単
位
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー

チ
ー
ム
（
３
名
の
う
ち
、
平
成
30
年
７
月
１
日
現
在
で
満
65

歳
以
上
の
方
が
２
名
以
上
）
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

　

�　

チ
ー
ム
で
お
互
い
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
123

日
間
の
無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●�

参
加
資
格　
運
転
免
許
（
原
付
を
含
む
）
を
取
得
し
て
い
る

方
で
、
三
重
県
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

●�

参
加
費
用　
１
人
１
，０
０
０
円
（
運
転
記
録
証
明
書
発
行

手
数
料
630
円
を
含
む
）
×
３
名
分

●
主
催　
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会

●�

問
い
合
わ
せ・申
込
先　
三
重
県　

環
境
生
活
部　

く
ら
し
・

交
通
安
全
課
内　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
」

　

TEL
　
０
５
９

－

２
２
４

－
２
４
１
０

　

ＦＡＸ　

０
５
９

－

２
２
８

－
４
９
０
７

　

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
、
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
、
申
込
書
は
、
各
市
町
交
通
安
全
担
当
課
、
各
警
察

署
交
通
課
、
各
地
区
交
通
安
全
協
会
、　

三
重
県
庁
（
環
境
生

活
部
く
ら
し
・
交
通
安
全
課
）、
各
地
域
防
災
総
合
事
務
所
・

各
地
域
活
性
化
局
な
ど
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
三
重
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
２
３
」
の
詳
細
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

思
い
や
る　
や
さ
し
い
心
で　
走
る
三
重

～
気
持
ち
良
い
　
運
転
マ
ナ
ー
の
　
美
し
国
～

【
生
活
安
全
課
か
ら
】

　

10
月
開
催
予
定
の
全
国
地
域
安
全
運
動
に
向
け
た
「
地
域
安

全
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
・
青
パ
ト
写
真
」
を
募
集
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
課
題

　

�

ポ
ス
タ
ー
標
語　
①
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
～
犯
罪
な
く

し
て
み
ん
な
の
笑
顔　

②
暴
力
排
除
の
徹
底

　

青
パ
ト
写
真　
③
青
色
回
転
灯
装
備
車
の
活
動
写
真

☆
応
募
資
格　
問
い
ま
せ
ん

☆�

応
募
の
決
ま
り　
応
募
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
、
学

年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

ポ
ス
タ
ー　

デ
ザ
イ
ン
は
、
Ｂ
３
判
の
横
描
き
。（
規
格
外

は
審
査
対
象
外
）
作
品
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
�

標
語　
応
募
は
、
一
課
題
に
つ
き
一
人
１
点
。
郵
便
は
が
き

か
、
は
が
き
大
の
も
の
に
タ
テ
書
き
で
、
一
枚
の
用
紙
に
１

点
の
み
、
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

�
青
パ
ト
写
真　
応
募
は
一
人
５
点
ま
で
。
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

Ａ
４
サ
イ
ズ
。（
規
格
外
は
審
査
対
象
外
）、
デ
ジ
タ
ル
写
真

可
（
た
だ
し
印
画
紙
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
）、
所

定
の
応
募
票
を
作
品
の
ウ
ラ
に
貼
付
の
う
え
、
郵
送
で
応
募

（
応
募
票
は
全
防
連
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

☆
締
切
り　
平
成
30
年
５
月
28
日
（
月
）

☆�

送
付
先　
津
地
区
防
犯
協
会
ま
で
！
（
津
市
丸
之
内
22

－

１

津
警
察
署
内
）　

TEL
０
５
９

－

２
１
３

－

０
１
１
０

●
夜
間（
就
寝
時
）や
在
宅
し
て
い
る
時
で
も
確
実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

●�

出
入
り
口
ド
ア
に
は
確
実
に
カ
ギ
を
掛
け
、
補
助
錠
や
防
犯

フ
ィ
ル
ム
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
防
犯
グ
ッ
ズ
で
防
犯
性

能
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

●�

裏
口
な
ど
に
は
足
場
と
な
る
よ
う
な
物
を
置
か
ず
、
見
通
し

を
確
保
す
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
相
談
は
「
警
察
本
部
（
♯
９
１
１
０
）」
か

「
津
警
察
署
（
０
５
９

－

２
１
３

－

０
１
１
０
）」
へ

地
域
安
全
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
・
青
パ
ト
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

空
き
巣
・
忍
込
み
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

平
成
30
年
度「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１い

ち
に
さ
ん

２
３
」

へ
の
参
加
募
集
に
つ
い
て

う
つ
病
へ
の
対
応佐

久
総
合
病
院
名
誉
院
長 

松
島
松
翠

　

う
つ
病
と
は
、
ス
ト
レ
ス
や
脳
内
の
変
化
、
体
質
に

よ
っ
て
起
こ
る
脳
と
心
の
病
気
で
す
。
う
つ
病
は
働
き

盛
り
の
人
に
も
、
高
齢
者
に
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
60

～
70
歳
代
は
、
男
女
と
も
う
つ
病
を
発
症
し
や
す
い
年

代
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

う
つ
病
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、
心
と
体
に
ど
の

よ
う
な
病
気
の
サ
イ
ン
が
現
れ
る
の
か
、
本
人
だ
け
で

な
く
周
囲
の
人
も
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
に
は「
本
人
が
気
付
き
や
す
い
サ
イ
ン
」と「
周

囲
が
気
付
き
や
す
い
サ
イ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
が
気
付
き
や
す
い
サ
イ
ン
と
し
て
は
、
ま
ず
眠

れ
な
い
と
い
う
不
眠
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

疲
れ
や
す
い
、
だ
る
い
、
倦
怠
（
け
ん
た
い
）
感
、
首
・

肩
の
凝
り
、頭
痛
、頭
が
重
い
、食
欲
が
低
下
す
る
な
ど
、

体
の
不
調
が
中
心
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
2
週
間

以
上
続
く
場
合
は
、
う
つ
病
を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

周
囲
が
気
付
き
や
す
い
サ
イ
ン
と
し
て
は
「
痩
せ
て

く
る
」「
口
数
が
少
な
く
な
る
」「
た
め
息
が
多
く
な
る
」

「
飲
酒
量
が
増
え
る
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
人
が
、

こ
う
し
た
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
重
要
な
の
が「
憂
鬱（
ゆ
う
う
つ
）な
気
分
」と「
何

に
対
し
て
も
興
味
が
持
て
な
い
」
と
い
う
二
つ
で
す
。

　

例
え
ば
、
大
好
き
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
興
味
が

な
く
な
る
、
大
好
き
だ
っ
た
食
べ
歩
き
に
関
心
が
な
く

な
る
と
い
っ
た
現
象
が
起
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
ほ
と
ん

ど
毎
日
続
い
て
い
る
場
合
に
は
、
う
つ
病
の
可
能
性
が

高
い
と
い
え
ま
す
。

　

う
つ
病
の
的
確
な
診
断
の
た
め
に
は
、
気
に
な
る
症

状
が
あ
れ
ば
、
精
神
科
や
精
神
神
経
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
が
受
診
を
拒
む
場
合
に
は
、
う
つ
病
や

認
知
症
と
い
う
病
名
を
出
し
て
説
得
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
不
眠
で
苦
し
ん
で
い
る
人
な
ら
ば
「
眠
れ
る

よ
う
に
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
」と
言
っ

て
、
受
診
を
促
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

健
康

科
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宛  先

応募締切日　平成30年６月10日

❶ パズルの答え
❷ 郵便番号・住所・氏名・年齢・日中連絡がとれる電話番号
　 ※電話がつながらない場合は、当選者を変更することがありますので
 　　あらかじめご了承ください。
❸ JAへのご意見や「あぜみち」への感想、
　 身近に起こった出来事・絵手紙・イラストなど

をご記入の上右記の宛先へ送ってください。

はがき・FAX・Eメールのいずれかの方法で、必要事項を
ご記入のうえご応募ください。

※�応募の際にご記入いただきました個人情報につきましては、広報誌への掲載並びに広報
に関する統計及びプレゼント発送以外には使用いたしません。
※プレゼントの当選は、発送をもって発表にかえさせていただきます。
※プレゼントの内容は天候等の都合により入荷が変更となる場合があります。

① てこには──・力点・作用点が
あります

③ 5月5日は──の日。国民の祝日
です

⑤ 父や母の兄弟です
⑥ 川の流れの急な所
⑦ 別名は虞美人草、ポピー

タテのカギ
⑨ 日本庭園だとコイが泳いでいることも
⑪ 刃物で紙に描きます
⑬ 生物や化学を学ぶ教科
⑮ 無地ではない衣服
⑰ バイオリンや笛のこと
⑲ 鳥よけに張ることもあります
⑳ 唱歌『春の小川』の歌詞に出てくる花
� レイシとも呼ばれる果物

① 潮の引いた浜で貝を探します
② マジシャンが披露するもの
③ ストー夫人の著書『アンクル・

トムの──』
④ 輪のある惑星として知られています
⑥ 急いで記した文字のこと
⑧ 野球部の監督が選手に──を飛

ばした
二重枠に入った文字をAからEの順に並べてできる言葉は何でしょう？

ヨコのカギ
⑩ 動物がよく通る所にでき

ます
⑫ 魚やイカの呼吸器官
⑭ 化粧をするときにのぞき

ます
⑯ イースター島の巨大な石像
⑱ 同伴者のこと

みんなのお便り掲載者・クロスワードパズル正解者の中からそれぞれ抽選で5名様に、

食材センターおすすめの 季節の一鉢 をプレゼント！
〒514-0057　津市一色町211
ＪＡ津安芸　企画広報課
FAX	 059-223-0912
Eメール　master@ja-tsuage.or.jp
左記のQRコードをご利用いただくと、簡単に
メールが作成できます。

A B C D

長ネギの青い硬い部分を食べられるのかレジ
で聞いてみると「斜めに切ってから千切りにし
たらいいよ。お味噌汁に浮かしてもいいし、
残ったら冷凍できる」と言われ目からウロコ！
この冬は余す所なく全部いただく事ができまし
た。JAのレジ係さんありがとう。 （Ｎさん 71歳）

編確かにネギの硬い部分って捨ててしまうことが
多いですよね。私も真似してお味噌汁の薬味
に使ってみます！

※写真はイメージです

JA-SS（給油所）の事ですが、我家の近くにも
ありいつも利用しています。大変安いし親切で
す。でもティッシュ引換などのイベントはない
ですよね？どうしてですか？　（Ｉさん 56歳）

勤務先のプランターに植えた
チューリップが急に伸びてきまし
た。春が近づいているのを実感
します。　　　　（Ｗさん 31歳）

孫が希望大学に入学できました。
うれしくて合格発表を見に行き孫
と写真におさまりました。長生き
して孫の成長を見守りたいと願っ
ています。　　　（Ｉさん 75歳）

３月号の特集で野菜の栄
養について再認識しまし
た。なるべく皮ごと調理
していただくようにしたい
と思います。今後も生活
に役立つ記事をお願いし
ます。　　（Ｓさん 77歳）

いつもご利用いただきありがとうござ
います。お客様に喜んでいただける油価格を
提供するため、景品ではなく価格に転化して
販売に努めています。今後も津給油所をよろ
しくお願いします。

A B C D

タ ケ ノ コ

先 月 号 の 答 え

編気温も上がり一気に春らしくなり
ました♪職場にチューリップが咲
いているなんて素敵ですね！

編ご入学おめでとうございます！お
孫さんの成長をしっかり見守って
あげられるように、Ｉさんも健康で
元気に過ごしてくださいね。

編ただたくさん食べるのでは
なく、ひと手間加えて無駄
なく栄養を摂るのも大事で
す。これからも色々な情報
を発信できるよう頑張りま
す！

①
パ
ズ
ル
の
答
え

②
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

日
中
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号

③
J
A
へ
の
ご
意
見
や
「
あ
ぜ
み
ち
」

へ
の
感
想
、
身
近
に
起
こ
っ
た
出
来

事
・
絵
手
紙
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど

5 1 4 0 0 5 7

津
市
一
色
町
2
1
1

Ｊ
Ａ
津
安
芸 

企
画
広
報
課

燃料センター

E

ミニバラ

花言葉

『無意識の美』

お便りお便り
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❽
西島 八兵衛
ものしりミー･ユ博士

❻タウンフラッシュ

平成30年度
職員定期人事異動のお知らせ

情報ステーション 皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー

共
済
・
金
融
・
ロ
ー
ン
の
渉
外
担
当
者
を
ご
紹
介

特 集
1

営
農
基
金
、
獣
害
・
害
虫
被
害
対
策
補
助
金

営
農
基
金
、
獣
害
・
害
虫
被
害
対
策
補
助
金

Ｊ
Ａ
津
安
芸
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
津
安
芸
の
自
己
改
革

特 集
2

5
vol.346

2018 May

古紙配合率100％再生紙を使用しています

環境のことを考えた紙とインクを使用しています。

読者の皆さまから「ほっ」とする写真や面白い形の野菜・趣味の写真や季節感のある写真・
人物写真などジャンルを問わず募集しています。
郵送・Ｅメール・携帯写メールのいずれかの方法で撮影した写真を送ってください。

〒514-0057 津市一色町 211　ＪＡ津安芸 企画広報課
master@ja-tsuage.or.jp
右記QRコードをご利用いただくと、簡単にメールが作成できます。

便せんまたはメール本文に
❶氏名　❷ペンネーム　❸住所　❹電話番号　❺写真のタイトル
❻写真の簡単な説明（50字以内）を明記してください。
※メールの場合、件名を「ほっとギャラリー」として写真を添付し、送信してください。

◦写真はお返しできませんのでご了承ください。
◦紙面の都合上、掲載できない場合もございますのでご了承ください。
◦�投稿の際にご記入いただきました個人情報につきましては、広報誌
への掲載並びに広報に関する統計以外には使用いたしません。

2018　５　vol.346

『
早
く
も
五
月
人
形
』　　
　
　
　
　
　
　

  

美
里
町
家
所 

は
く

６月15日
まで

５月15日
まで

7 月号のお題

6 月号のお題

「わが家のペット」

「こどもの日」

テ
ー
マ
投
稿

『
春
』
を
含
み
ま
す

『蜘蛛も恋の季節かな…』
高野尾町 ナッキーじいさん

軒先と庭木に架けた蜘蛛の巣が風で破れてハート
型に

『寒さに耐えて』　 美里町北長野 まさまさ

さすがに（ヒマラヤ）ユキノシタ。雪が有っても
頑張ってます。『

春
満
開
！
』芸
濃
町
雲
林
院 

ス
ミ
ち
ゃ
ん

名
古
屋
城
の
桜
：
満
開
の
桜
に
、
こ
の
先
何
度

出
会
え
る
の
か
な
。

我
が
家
の
忘
れ
な
草
：
好
き
な
花
の
一
つ
。
こ

ぼ
れ
種
で
咲
き
ま
し
た
。

お
雛
さ
ま
が
終
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
五
月
人
形
の
飾
り
付
け
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
五
月
人
形
の
刀
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
！

僕
は
、
桃
太
郎
に
成
り
き
り
！

『
松
の
木
に
枝
が
？
』　　
一
身
田
平
野 

ヨ
ッ
シ
ー

太
い
松
の
木
（
直
径
50
㎝
高
さ
20
ｍ
）
に
枝
が
た
く
さ
ん
出
て

い
た
の
で

『見当山の桜（一身田）』
栗真町屋町 セッチャン

『谷汲山華厳寺にて』   野田 サッチャン

すい臓がんで闘病中の私。今年も無事に観音様に
お参りして満開の花を見ました。生かされている
ことに感謝。

『普門寺の桜』　　　　栗真町屋町 チャン

桜祭りの日

『一本桜とブルームーン』
河芸町影重 加藤哲朗さん

河芸23号線の道沿いから見える一本桜です。

ほっとする写真を
お待ちしてます♪

投 稿 方 法

宛
　
先

郵送

メール


